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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

ｹﾞﾉﾀｲﾌﾟ 1 型 C 型慢性肝炎ではﾍﾟｸﾞｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝとﾘﾊﾞﾋﾞﾘﾝ併用療法(抗ｳｨﾙｽ療法)の反応性に対応

して治療期間を延長することによりｳｨﾙｽ学的著効(SVR)の改善することが知られているが、ｹﾞﾉﾀｲﾌﾟ

2 型 C 型慢性肝炎では治療期間延長の適応と有効性に関しては一致した見解が得られていない。

我々は抗ｳｨﾙｽ治療によるｳｨﾙｽ消失時期と薬剤投与率を基準にしたｹﾞﾉﾀｲﾌﾟ 2 型 C 型慢性肝炎

の治療期間延長の有効性を検討した。ｳｨﾙｽ消失時期が 5 から 8 週目で薬剤投与率が初期目標値

の 80%未満の症例では治療期間の延長により有意に SVR の改善が認められた。一方でｳｨﾙｽ消失

時期が 4 週以内または 9 週以降の症例では薬剤投与率に関わらず延長投与による SVR の改善は

認めなかった。 

ｳｨﾙｽ消失時期と薬剤投与率がｹﾞﾉﾀｲﾌﾟ 2 型 C 型慢性肝炎治療の適切な治療期間の決定に有効

な因子である可能性が示唆された。 
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